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洋上アルプス №346 ❶ 

屋久島世界遺産地域科学委員会・ヤクシカWG合同会議を開催

令和5年度2回目の会議が、鹿児島市において2日間に

わたり開催されました。 

科学委員会では、令和5年度世界遺産地域モニタリン

グ調査等結果の概要と令和6年度世界遺産地域モニタリ

ング調査等計画、屋久島世界遺産地域管理計画に基づく

管理状況の評価、屋久島世界遺産地域モニタリング計画

の改定等について報告や意見聴取が行われました。 

ヤクシカWG合同会議では、ヤクシカの生息状況等と捕

獲等の被害防止対策、森林生態系の管理目標及びその他

植生モニタリング、特定エリアの対策（西部地域）等に

ついて、関係機関より報告があり議論が行われました。 
モニタリング調査結果などを報告 

中央中学校で2回目の森林教室を実施

中央中学校1年生57名に対し、屋久島森林管理署及び屋久島

森林組合の方にも参加いただき森林教室を実施しました。 

ヤクスギの球果採取の道具や育成中の苗木の見学をはじめ、

現在の苗木生産について説明を行った後で、5㎝程度に育った

苗木の植え替え体験を行いました。 

培地作り、マルチキャビティーコンテナへの充填を行い、1人

2本の植え替え作業を行いました。私たち職員にとっても苗木

生産を知る良い機会となりました。 
成長の違いを説明 

屋久杉巨樹・著名木調査のデータと3D画像をホームページに公開 

屋久島の世界自然遺産登録30周年記念行事の一環として、当保全セン

ターを中心に関係機関等で連携して実施した屋久杉巨樹・著名木調査の結

果をホームページに公開しました。 

巨樹・著名木（倒木等含む） 47本の樹高、胸高周囲長、推定樹齢、着生

木、周囲の植生等の一覧とともに、縄文杉など7本の視点操作可能な3D画像

を掲載していますので、是非ご覧ください。 

3Dで再現した縄文杉 https://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/yakusima_hozen_c/index.html 

https://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/yakusima_hozen_c/index.html
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令和5年度 やくしまフォレストデイへ参加

屋久島環境文化財団が主催する「やくしまフォレストデ

イ」が屋久島環境文化研修センターにおいて開催され、当

保全センターと屋久島森林管理署の共同で、竹とんぼ作り

と丸太切り体験を実施しました。 

竹とんぼ作り体験では、準備した羽と軸を参加者が紙や

すりで飛ぶように調整し、カラーペンで名前や模様を描 い

て思い思いの竹とんぼを作り上げていました。 

丸太切り体験では、参加者が鋸で輪切りにしたスギを紙

やすりで磨きカラーペンで名前や模様を描いたコースター

を作りました。世界に一つだけのコースターが作れたとい

うことでこちらの体験もとても好評でした。 
竹とんぼ作り体験 

屋久島主要箇所の2023年雨量データ

※台風襲来個数は、南九州に接近した個数 ※雨量（mm） ※＃は期間中に欠測のあることを示す。 

上記の表は、屋久島に設置している11箇所の雨量計データ2023年分を集計したものです。ただし、欠測のある月は＃で示しています。 

〔年間降水量〕最大値は、淀川登山口の 10,743㎜、最小値は白谷雲水峡の7,387㎜で全体の平均は 8,745㎜でした。(欠測箇所を除く) 

〔月別降水量〕最大値は淀川登山口の8月期の 3,081㎜で全体の月別平均で最小は11月の 172㎜で最大が8月の 1,951㎜でした。(欠測期間を除く) 

8月は台風の影響により雨量が増えたものと考えられる。 

※この雨量観測は気商業務法第6条1項1の研究のために行う気象の観測となっています。 

榕城小学校で森の学習会を開催

榕城小学校5,6年生(135名)を対象に、屋久島森林管理

署、森林総合研究所九州支所、種子島ヤクタネゴヨウ保存

会共同で森林教室を実施しました。 

当保全センターと屋久島署は「植物の名前当てクイズ」

「葉っぱの仕組」などについて講義を行いました。葉っぱ

の形や厚さの意味、植物によって種子の散布に違いがある

といった、普段学ぶ機会がなかなか無い樹木のことを深く

知ってもらう良い機会になりました。 

休憩時間には空飛ぶ種の模型（アルカルパ）を配布した

り、種子島に生えている植物を見たりと多くのことを体験

してもらいました。 
葉っぱの仕組についての説明 
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「ヤクスギ林固定試験地より」 ①小花山 
 

高嶋 敦史 （琉球大学農学部 与那フィールド 助教） 

洋上アルプスでは、過去に2019年のNo.288から

No.290にかけて私の研究の取り組みを紹介させて

いただきました。 

その中でも触れましたが、1973年から74年にか

けて、熊本営林局（現・九州森林管理局）はヤク

スギ林の管理の参考とするために九州大学と合同

で面積1.0ha（100m×100m）の固定試験地を5箇所

に設定しました。 

固定試験地とは、樹木の直径や樹高を繰り返し

測定してその成長や変化などを捉えるための区画

で、このヤクスギ林の固定試験地では胸高直径

4cm以上の幹が測定対象になっています。また、

2000年代に入ってからは、切株や倒木などを対象

にしたヤクスギ林ならではの調査も実施されてい

ます。 

今回からは5回にわたって、これらのヤクスギ

林固定試験地を紹介していきます。一つめは、

1973年に設定された「小花山」固定試験地です。 

ヤクスギランドの150分コースと210分コース

（太忠岳登山道）の分岐点周辺の標高1,100m付近

に設定されています。 

樹木の測定は、これまで1973、1988、1998、

2012年に実施されました。森の構造は、スギの優

占度が高く、試験地内では林冠にモミやツガが混

交していないのが特徴的です。 

ヤクスギ林では、おおまかな目安として胸高直径

110cm以上のスギが江戸時代頃の伐採を免れた個

体で、それより小さい幹は当時の伐採以降に更新

した比較的若いスギとされていますが、小花山では

その比較的若いスギの密度が高くなっています。 

また、コースの分岐点にある東屋の横には、

1997年に台風で倒れた蛇紋杉の倒木が横たわって

います。 

蛇紋杉は、1988年の測定で胸高直径250cmと記

録されており、その後に九州大学の大学院生だっ

た牛島伸一さんらによる年輪コアサンプルを用い

た解析で根元から7m付近の幹の年輪数が1,031と

推定されました。ヤクスギの直径と樹齢の関係が

高精度で推定された貴重な学術資料にもなってい

ます。 

この小花山の東屋周辺は、蛇紋杉の倒木の上に

広がるギャップ（林冠の空隙）から光が差し込み

明るくなっています。 

そのほかにも、ハリギリの樹冠からの木漏れ日

や、時期によってはサクラツツジの淡いピンク色

の花なども楽しめます。 

登山の際は、ここで森を眺めながらゆっくり休

憩してみてください。  

スギの優占度が高い小花山の森  

倒木となった蛇紋杉の根と東屋  



 

 

屋久島生態系モニタリング 

❹ 洋上アルプス №346 

 

湿原の植生状況モニタリング調査及び保全対策の検討（令和3年度）小花之江河における
植生保護柵設置後の植生回復調査 

目的・調査地点及び方法 

シカによる食害・踏圧を把握するため植生保護柵内外の植生

状況調査を行った。平成29年度に設置した植生保護柵内外に

ある調査プロット（1m×1m）10箇所、令和元年に新たに設置

した植生保護柵内にある調査プロット（1m×1m）1箇所につい

て植生調査を実施し、柵内外の植生の回復状況を確認した。 

調査結果 

平成29年度の植生保護柵設置後最初の調査から本年度まで

に、柵内外で17種の新規参入種を記録し、柵内外ともに種数

は未だ増加傾向にある。種数の増加に伴い、元々被度の高

かったハリコウガイゼキショウは昨年度に比べて、さらに減

少傾向が見られた。柵内では今後も、増加した植物種間で競

争が激化すると考えられる。 

一方、ハリコウガイゼキショウの次に被度の

高かったヤクシマホシクサは本年度、一部の

柵内外で増加したプロットもあり、必ずしも

ハリコウガイゼキショウと同じ推移ではない

ことが推測される。 

植生保護柵設置位置と植生プロット位置 

衰退した原因 

グリーンサポートスタッフ（GSS）巡視記録より  ～花と景色～ 

シマイズセンリョウ（実） リュウキュウルリミノキ（実） 

リュウキュウルリミノキは1月12日、愛子岳まで

のパトロール中に見つけました。 

名の由来は、琉球の瑠璃色の実の木とのこと。

屋久島・種子島が北限で、ヤクシカの好き嫌い判

別では「好き」と分類されており、森の中で見か

ける機会は少ないように感じます。  

シマイズセンリョウは1月31日、楠川歩道をパト

ロール中に見つけました。 

この時期に実のなる植物はセンリョウ、マン

リョウ、ムラサキシキブなど鮮やかな色が多いと

感じますが、静かな森の中で鈴なりの白い実もよ

く目立ちます。  

平成29年度と令和３年度の種数増減 


